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「観光事業」を統括する組織が
必要となる。

協議会設⽴の経緯

「まちの縁側推進プロジェクト」をきっかけに、
阿武町に少なかった「観光客」の増加が⾒込まれる。

⼜、各地域内関係者が⼀丸となり観光事業を取り組む事で、より良い効果が⽣まれる。

現在進⾏中のプロジェクト

『まちの縁側推進プロジェクト』

来訪者の滞在時間を延ばし、阿武町の暮らしを知り、
移住・定住・関係⼈⼝を増加させる。

・地域住⺠の収⼊を上げること。
・移住、定住、関係⼈⼝や働き場所を増やし、町の活性化・存続に繋げること。
・町に外貨を落としてもらい、地域内で持続的な稼げる仕組みをつくること。

「選ばれる町」になるために

・阿武町の⽞関⼝である道の駅横に、滞在型交流拠点
（ キャンプフィールド、ビジターセンター、ジオカフェ )をつくる。
・体験プログラムの企画・運営体制の構築。

1



・マーケット情報を共有出来る。
・マーケットに合わせた商品が作りやすい。
・情報発信が強化される。
・会員同⼠の連携が取り易い。
・町の⽬指す⽅向性に合わせ易い。

・補助⾦が取り易い。
・勉強会などの費⽤を分散出来る。

【個】 【組織】

情報

補助⾦

講師を呼んで
勉強会

阿武町が⽬指す
「選ばれる町をつくる」
に向かって⼤きな⼒となり
進んで⾏ける。

個々の優れた⼒が分散。バラバラになってしまうと情報
の共有等が⾏いにくく、より良い観光運営が厳しくなる。

組織を設⽴するメリット

良好な⼈間関係を保つことが⼤切。

連 携
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◎観光庁が定めるDMOとは
DMO(Destination Management/Marketing Organization)

観光地域づくりの司令塔として、地域関係者による観光地域づくりの現場を効率良く動かしていく為
のプロジェクト・マネジメント＝観光地域づくり法⼈。地域の関係者が主体的に参画した体制を構築
した組織のこと。主に、取組の企画⽴案、関係者への合意形成、資⾦等の必要な資⾦調達、予算執⾏
管理、スケジュール管理、※PDCAサイクルの実施、マーケティング等を⾏う。
※Plan(計画)・Do(実⾏)・Check(評価)・Action(改善)を繰り返すことによって、⽣産管理や品質管理などの管理業務を継続的に改善していく⼿法のこと。

◎何故⽇本がDMO制度を設けたのか。
これまで⽇本の観光事業は観光協会という公益の中で運営を⾏っていた。しかし、運営する上でほと
んどの組織が⾏政からの補助⾦、負担⾦、会費に依存、そして厳しい財政の中⼗分な予算をもらえず
持続的な運営が困難となっていた。
明確なコンセプトを持った観光地域づくり、安定した独⾃財源を作れる舵取り役の形式・確⽴を⽀持
する為、平成27年11⽉12⽇ ⽇本版DMO登録制度を創設。

どんな組織を作っていくべきか

安定した⾃主財源を確保していく必要があるのと、各地域の「稼ぐ⼒」を引き出す、
明確なコンセプトを持った観光地域づくりに取り組むことが重要。

持続的、かつ効果的に必要な事業を⾏っていく為に。
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⾏政主体

⺠間主体

・公平平等なサービス提供が出来る。
・窓⼝が今まで通りになるので、⺠間に

とってわかりやすい。

メリット デメリット

「⾏政主体」「⺠間主体」それぞれのメリット・デメリット

これまでの阿武町の取組みを考えると「⺠間主体」で⾏うべきと考えられる。

・担当者が、マーケティングや観光経営の経
験を積んでも、定期的に⼈事異動がある為
知識のある⼈材が継続しない。

・責任の所在が曖昧になり⾃主的・継続的な
運営がされにくい。

・⾃分達の⼒で利益をつくり出し、阿武町
の地域活性に携われるので、それぞれに
責任感が⽣まれ、持続的な運営が可能に
なる。

・やる気のある⼈たちが⾃主的に動ける。
・阿武町の魅⼒をより強く外側に発信出来

る。

・⾃主的に⾏動しなければ利益を⽣みづらい。
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協議会運営組織図（案）

【協議会構成】

【協議会運営組織図（案）】

会⻑ 副会⻑ 監査 会計 会員 事務局
※事前協議会にて決定する。

⼈員提供、情報提供
(マーケティングデータなど)
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阿武町内及び近隣地域の事業者(会員・⾮会員問わず掲載)



【主な業務内容】
・道の駅及びキャンプ場の来場客の情報収集、分析

・協議会開催のセッティング

・勉強会の講師等依頼

・広報活動

協議会運営組織（案）について

【事務局】(株)あぶクリエイション

【 メリット】
・地域内との連携を取ることによって、質の⾼い情報を

集約可能。
・観光活動を強化する事で、町の⽞関⼝として多くの

来訪者が道の駅及びキャンプ場に訪れ、道の駅売上
増は元より町内への地域内循環を促すことができる。
※道の駅は「休憩場所の提供、情報提供、地域連携」
という機能を持っている。

【協議会会員】⺠間主体

【主な活動内容】
・観光戦略(阿武町観光のブランディング)

・売れるものづくり

→観光商品づくり

(体験コンテンツ、観光ツアーづくりなど)

→観光プロダクトづくり

(オリジナルロゴ入りステッカー、オリジナル商品

開発など)

【 メリット】
・キャンプ場、道の駅の情報(マーケティングデータ)

を共有出来る。
・メディア訴求⼒に繋がる。
・会員との連携で、来町者にとってより魅⼒的な

プログラムが作れる。
・WEBサイトと連携し、プログラムの管理や商品販売、

情報などを掲載出来る。
・観光に関しては事務局が窓⼝となるので、対応が

スムーズになる。
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『阿武町の体験プログラム実施例』

⽬的
次世代に海の幸を獲ることの楽しさや難しさを伝え、漁業者の苦労やプロの技を理解し、美しい海を守る
気持ちを育てることを⽬的として、⽇時・場所限定で潜って⾙を獲る「海⼠体験」のプログラムを企画。

①阿武町⼀⽇海⼠体験

地球研

海⼠グループ

役場

STAGE

漁協
奈古⽀店 漁業権等の法律や安全管理、⼈材等

いくつかハードルがあったものの 関係者が協議を⾏い
進めることで実現でき、海⼠にとって漁業以外での収
⼊源が作れる可能性が⾒えた。

個⼈では実現しづらいことが実現しやすくなる。

■体験内容
・ 2020年8⽉8⽇、9⽇

奈古のガニクラ浜にてサザエを対象として実施。

■結果
２⽇間(阿武町、萩市)⼤⼈13⼈、⼦ども5⼈＜体験料：（町内在住）⼤⼈1,000円、⼦ども500円＞

（町外在住）⼤⼈2,000円、⼦ども1,000円

体験者からは「とても楽しめた」、「通常の海⽔浴とは違う（差を感じる）」という反応があった。
次年度以降は、漁業関係者と再度実施内容を打ち合わせの上、夏頃実施を検討。
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9

■体験内容
・キャンプ場PR イベント内で実施

第⼀回＞2021年3⽉14⽇ ⼭⼝きらら博記念公園、
第⼆回＞2021年3⽉20⽇ ⽚添ケ浜オートキャンプ場

・ガイドマニュアルを元にチェンソーの説明、丸⽟切り、スウェーデントーチ 製作
■結果
きらら公園と⽚添ケ浜オートキャンプ場総勢40組の⽅に参加いただいた。(無料体験)

・体験者からは「⼦どもと⼀緒に学べる体験ができた」「貴重な体験が出来た」といった声があった。
次年度以降はキャンプ場との連携を密にして阿武町内で有料で実施予定。

⽬的
・キャンプ場利⽤者に近年キャンパーに⼈気のスウェーデントーチ を作ってもらい、また使⽤してもらうこ
とで林業を⾝近に感じてもらうとともに、阿武町が勧める地伐型林業で出荷される間伐材の材価向上を狙う。

②スウェーデントーチ づくり体験

林業⽀援員

役場 STAGE

地権者

集落⽀援員

体験プログラムのつくり⽅などで
いくつかハードルがあったものの 関係者が協議を⾏い
進めることで実現でき、林業従事者や地権者にとって
漁業以外での収⼊源が作れる可能性が⾒えた。

個⼈では実現しづらいことが実現しやすくなる。
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DMO他県事例

『株式会社Verde⼤台ツーリズム』
設⽴の経緯

具体的な取組
■旅⾏業
着地型旅⾏商品を造成し、定着させる。
宿泊予約システムの構築。

→着地型で稼ぐ仕組みづくり

■アウトドアプログラム
⾃然観光資源の掘り起こし、
体験アクティビティの造成。

→地域滞在者の満⾜度アップ

■宿泊業
繁忙期の宿泊施設不⾜を解決する為、
地域内初の⼀棟貸しゲストハウス「宿屋まてまて」を開業。

→多様な宿泊施設の造成・インバウンド調査

■マーケティング・プロモーション
宿泊事業所を中⼼とした観光地アンケート実施・分析。
観光協会WEB・ Verde WEBのGoogleアナリティクス※解析。
宿泊予約システムの構築。※ユーザー分析などを⾏うサービス。

→観光情報の⼀元管理、協会WEBをプラットフォームとして成⻑

▼地域内事業所と連携したイベント

三重県⼤台町(⼈⼝約8900⼈)

Verde(ベルデ)⼤台ツーリズムは、⼤台町観光協会のアウトドアプログラム造成部⾨として発⾜。(2014年)
当初、プレイヤー組織・体験事業者数が地域に少なく、それを補填する役割を担っていたが、 2016年３⽉ユ
ネスコパーク認定後、旅⾏業取得を契機に、より効果的な地域の観光情報発信・旅⾏商品の造成販売等を担
い、収益事業を伸ばすことで持続可能な観光振興の中核となり取り組んでいる。
(2016年10⽉ DMO 登録法⼈ 株式会社Verde⼤台ツーリズム設⽴)

▼空き家を改装した⼀棟貸し
ゲストハウス「宿屋まてまて」

▼実施体制
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設⽴の経緯
『丘の町びえい』として有名な観光地として外部から多くの⼈々が訪れるが、⻑引く景気の低迷が影響し各産
業における様々な問題(経営者の⾼齢化、雇⽤の停滞)や、町外⼤型店の進出に伴う地域内購買⼒の減少などの
課題を抱える。そこで、平成２３年７⽉にDMO組織「丘のまちびえい活性化協会」を設⽴。
⼀体的かつ主体的に産業連携事業に取り組むための基盤づくりを⾏う組織として、各産業における課題の整理、
問題解決に向けた活性化対策などを「活性化プラン」にまとめ、産業連携によるまちづくりに取り組む。

具体的な取組

『⼀般財団法⼈丘のまちびえい活性化協会』 北海道美瑛町(⼈⼝約9700⼈)

美瑛の丘で⻨刈り体験 ＆ 
美瑛産⼩⻨のパンを味わうツアー▶

▼実施体制
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協議会

2021年度

＜２年目目標＞
・１年目での基礎構築を踏まえ、阿武町観光をやっていく上でのブランド決め
・観光商品づくり、プロダクト商品づくり(テストマーケティング＋実施)
※観光商品(観光ツアー、体験コンテンツづくりなど)
※プロダクト商品（オリジナルロゴのステッカー、オリジナル商品など）

＜３年目目標＞
・２年目に引き続き、観光商品、プロダクト商品づくり(テストマーケティング＋実施)

第2回
(８月)

・協議会の実施内容、方向性を明確にする ・視察でのインプット内容を元に協議会へのアウトプット作業を行う
・遠岳野営場の情報共有

第3回
(12月)

・自分達で得た情報から分析する為に、
  マーケティング活用の方法、理解を深める

・講師を招聘しマーケティングの勉強会
・阿武町のキャンプ場の情報共有
・連携体制運用の見直し
・今後の合意形成

基礎構築

第1回
(6月)

・阿武町道の駅売り上げ動向等の把握
・キャンプについて知識の醸成

・道の駅阿武町の販売・売り上げデータや客層の動向、キャンプ場
　分析データ(オートキャンプ白書など)の共有
・視察
　(スノーピークキャンプ場、又は近郊のキャンプ場にて体験コンテンツ
　など実際に体験する)

第4回
(2022年2月)

・来年度の活動の整理、計画と方向性の決定 ・体制確認、情報共有、来年度に向けた新たな展開を検討
・マーケティングデータを元にした、阿武町観光ブランドの道筋作成
　（テーマ、スローガン）

協議会設立総会
(5月下旬)

年度 プラン 目的 実施内容

・説明会 ・主旨説明
・協議会設立の目的、及び実施内容の説明
・参加の有無を確認
・質疑応答など

説明会
(2021年3月22日)

2020年度

・協議会設立総会 ・発起人(事務局)挨拶
・来賓（オブザーバー）挨拶
・議事
　協議会設立、役員選出、事業計画、予算

協議会設立
事前協議会

(4月)

・役員候補者事前打ち合わせ
・協議会設立の主旨説明
・合意形成

・役員候補者顔合わせ
・役割決め
・協議会名決め
・スケジュール確認
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プロダクト



マーケティングデータの活⽤について
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